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 アクティブラーニングニュースレター 

学習効果を高める方法の一つとしてアクティブラ

ーニングがあります。アクティブラーニングは

KALS（駒場アクティブラーニングスタジオ、東京

大学 駒場キャンパス 17 号館 2 階）といった特別な

設備があるところで行うこともありますが、通常の

教室でも行えます。授業の一部にアクティブラーニ

ングをとりいれる際に、参考になるように、本ニュ

ースレターでアクティブラーニングのさまざまな方

法や関連する話題をお知らせいたします。本ニュー

スレターをお読みになり、気になる記事がありまし

たら、アクティブラーニング部門までお問い合わせ

ください。              （星埜） 

 アクティブラーニングとは？ 

アクティブラーニングとは、データ・情報・映像

などのインプットを、読解・ライティング・討論を

通じて分析・評価し、その成果を統合的にアウトプ

ットする能動的な学習のことです。 
講義でのインプットに対して、試験や課題でアウ

トプットすることは普段から行われていると思いま

すが、それだけで深い理解を獲得させるのはなかな

か困難です。アクティブラーニングでは、その途中

に読解・ライティング・討論など、学生が中心にな

って行う活動を取り入れることにより、より深い理

解を獲得させるものです。一人で読んだ時は気がつ

かなかった観点を他の学生の見方から知ったり、他

の学生の発表に質問することでより広がりをもって 
問題を捉えることができるようになります。 

単に討論をすればアクティブラーニングになるわ

けではなく、どのように進めれば有効かについてさ

まざまな知見があります。このニュースレターで

は、そのような方法をいくつか紹介していきます。            

（星埜） 

 「国際紛争ケースブックをつくろう」 

教員・SA・受講生インタビュー 

全学自由研究ゼミナール／高度教養特殊演習「国

際紛争ケースブックをつくろう」では、国際紛争に

関するケースブック（教材）を学生自身がつくると

いうアクティブラーニングが導入されています。導

入のねらいや授業の様子について、担当教員である

中村長史先生と、元受講生でその後スチューデント

アシスタント（SA）を務めた八尾佳凜さん（教養学

部・国際関係論 4 年生）に、お話を伺いました。 
 

 
 

授業の概要と目的・到達目標 

中澤 「国際紛争ケースブックをつくろう」とは、

どういった授業なのでしょうか。 
中村 この授業は、学生自身が国際紛争ケースブッ

クというものを作成することによって国際紛争につ

いて学ぶという授業です。複数の国際紛争の経緯や

構図、原因等について調査・分析し、最終的にケー

スブックを作成します。その過程で、ある国際紛争

に対する見方は決して一様ではないことに気づき、

できる限り客観的に紛争を捉えるための方法を習得

することを期待しています。 
国際紛争ケースブックというのはちょっと聞きな

じみがないものだと思いますけれども、法学部にお

ける判例や医学部における症例がたくさん載ってい

る教材の国際紛争版といえばイメージが沸きやすい

でしょうか。ただ、この授業では、そうした教材を

学生自身がグループで作成するところに特徴があり

ます。作っていく過程で紛争についていろいろなこ
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とを調べたり考えたりするので、それが一番学びに

なるだろうということで、2020 年度に全学自由研究

ゼミナール／高度教養特殊演習として初めて開講

し、これまで 3 回開講してきました。 
中澤 ケースブックを作った後は、どういうふうに

活用するのでしょうか。 
中村 活用法は大きく二つありまして、一つは自身

が作成したケースブックや他のグループが作成した

ケースブックを他の授業での学習や卒論執筆の際に

参照するというものです。 
もう一つが、これはこの授業の大きな特徴かなと

思いますけれども、次の年度のこの授業にケースブ

ックを引き継いで、さらなる改善を次年度の受講生

がやることになります。例えば、今日お越しの八尾

さんは 2020 年度にボスニア紛争についてケースブッ

クを作ってくださったのですけれども、それを 2021
年度の受講生のグループが改善をかけて、さらに

2022 年度も改善をかけてという形で―八尾さんはそ

れを SA として今度は見守っていらっしゃったので

すけれども―学年を横断して引き継いでいきます。

先輩が作ったもので学んで、さらにそれをより良く

していこうとするところが特徴かなと思います。 
中澤 改善とは具体的にはどのようになされるので

すか。情報が足されるとかでしょうか。 
中村 大きくは二つありまして、一つはおっしゃる

ように情報が足されるということです。みんな頑張

っていいものを作ってくれていますけれども、紛争

の多くは複雑ですし、紛争に関する資料や書籍、論

文は膨大にあるので、限られた期間内では調べきれ

ないものです。実は他にも参考にすべき文献がある

ということで、そうした文献に基づく情報を次の年

度のグループが足してくれる例はよくみられます。 
もう一つが、実は、情報を削るということです。

みんな熱心に調べてくれて情報が盛りだくさんのケ

ースブックが仕上がってくるのですけれども、ちょ

っとそれが難し過ぎて、その紛争のことをあまり知

らない人が読むと何が何やらかえって分からなくな

るみたいなことが起きがちです。ケースブックはあ

くまでも教材なので、これは成果物としては望まし

くないものですから、先程とは逆に、情報を削ぎ落

として整理するといった方向の改善をかけるグルー

プもあります。これも大事な改善だと思います。 
中澤 面白いですね。作ったケースブックの評価は

教員だけではなく受講生相互にも行うのですか。 
中村 大体いつも 90 分の授業の前半で、各グループ

内でケースブック完成に向けたディスカッションを

やるのですが、授業の後半ではグループ間のディス

カッションをやります。大体毎学期 4 つ程のグルー

プがあって異なる紛争を扱っているので、他のグル

ープの人と意見交換をする時間を設けています。 
ねらいとしては、まず自分達のグループが担当し

てない紛争についても多少なりとも知ることができ

るというのは、知識が増えるという意味で単純によ

いことかなと。それから、その紛争についてはあま

り知らない人達からのコメントによって、自分達が

やっていることは細かいことに走り過ぎていて大局

的なところがつかみにくくなっているとか、先程言

ったような改善のポイントに気付けることがありま

す。そういった効果を期待して、グループ間のディ

スカッションにも時間を割いているところです。 
 

受講生としての感想 

中澤 授業やケースブックについてだいぶん分かっ

てきました。では、2020 年度に受講生だった八尾さ

んに当時のことをお伺いしたいなと思います。当時

どういった気付きとか学びがあったかを教えてくだ

さい。 
八尾 紛争について調べるとき、レポート等です

と、この主体がどうこうして…といった結構細かい

ことに注意が向きがちだと思います。もちろん、紛

争ケースブックでもそういったところは大事です

が、それだけでなく、紛争の構造的要因と直接的要

因とを分けて考えたり、他の紛争とのつながりにつ

いても考えたりといったマクロな視点を得ることが

できるというのは紛争ケースブックのいいところで

すね。 
他方で、授業までに参考文献から学んだことをま

とめておくことが授業中のグループワークの前提と

されるので、負担としては決して軽くないし、その

辺りは覚悟の上で履修するべきだとも感じました。 
中澤 2020 年度ということは、この授業の初年度に

受講されているのですね。先程の中村先生のお話に

「引き継いで改善する」というのがありましたけれ

ども、初年度だと引き継ぐものがないのかなと。新

規作成の苦労や難しさはありましたか。 
八尾 私の受講時は確かに初年度でしたが、元とな

るフォーマットは中村先生が既に作成してくださっ

ていて、それを改訂するという形で進めました。そ

のため、完全にゼロの状態から始めたわけではな

く、ケースブックをどういうふうに作ったらいいの

か分からないということはありませんでした。 
ただ、「ケースブックの改訂」を学期前半で済ませ

た後には「ケースブックの作成」という作業が始ま

ります。改訂はプロトタイプがある分、どのくらい

の分量で、どういった情報を盛り込むかということ

が分かりますが、新規作成は自分たちで最初から構

成を考えなくてはならないので、やはり一味違った

難しさがあるのではないかと思います。 
 

 
本授業のスケジュール 
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元受講生が SA を務める意義と課題 

中澤 ありがとうございます。では、そういった八

尾さんのような、受講生だった学生が翌年度以降に

SA を担当することの意義についてもお伺いしたいな

と思いします。 
中村 今八尾さんの一連のお話を聞いていても改め

て思ったのですが、元受講生だからこそ、学生がつ

まずきやすいところに気付きやすいのだろうなと思

います。もちろん、僕も気を付けてグループワーク

を見ているつもりなのですけれども、年々自分が学

生だったときの感覚が薄れていくということもあ

り、ケアしきれないところがどうしても出てきてし

まいます。例えば、今年度も、もう自明のことだと

思っていた文献の調べ方については割合軽く流して

やっていたのですけれども、あるグループはそこの

時点からちょっとつまずきかけていたところを八尾

さんが素早く察知してくれるということがありまし

た。そこで、僕と相談のうえで、こういう文献の調

べ方がありますよと「SA からのお知らせ」という形

で連絡してもらったりしました。そういったことが

できるのは、SA なのだけれども、学生だから学生目

線も持っているがゆえですよね。それはもちろん元

受講生じゃなくても、SA であれば言えることではあ

るのですけれども、自分自身が前の年とか前の前の

年に受けていたということで、より学生のつまずき

やすいところが分かるのではないかなと。 
それから、八尾さんのような元受講生で今 SA や

っている方の姿を今の受講生が見て、自分もああい

うふうな先輩になろうと頑張るという、ある種のロ

ールモデルとしてほしいという思いもあります。 
中澤 ありがとうございます。八尾さんは、受講生

が SA になることについてどんな意義があると考え

ていますか。 
八尾 ほとんど中村先生が言っていただいたことと

同じなのですが、SA の立場からの利点を挙げれば、

受講生の目線で見えていたことと SA の目線から見

えることとは若干違っているので、そういった意味

で常に新しい学びを得られるということがありま

す。受講生の立場からは、SA が全く違う分野の人

や、その授業についてあまり詳しくない人である場

合よりも履修経験のある人のほうが相談しやすいと

いう利点があるのではないでしょうか。 
中澤 ありがとうございます。今は受講生が SA を

することのメリットの面をお伺いしたのですけれど

も、ほかに何か困ったことや留意すべき点はありま

したか。 
八尾 困った点は特にありませんが、留意すべき点

としては、自分に履修経験があるために、思い入れ

が強くなり過ぎるという部分があります。この授業

はある程度学生の自律性を尊重する授業であり、あ

まり SA や先生が口出しをし過ぎるのは望ましくな

いので、その辺りのバランスを見極めるのは思い入

れのある人ほど難しいことだと思います。 
中澤 ありがとうございます。今度は中村先生、何

か困ったことや留意すべき点はありましたか。 

中村 今おっしゃったことに引き付けて言うと、思

い入れが強くなり過ぎてというところで、なるほど

と思いました。SA をお願いする側の教員としては、

SA 業務とご自身の研究・学習とのバランスに配慮し

て、業務が過度の負担にならないように留意する必

要がありそうですね。 
中澤 ちなみに、「SA の八尾さんです」と受講生に

紹介する時に、中村先生は「元受講生です」という

ことも付け加えているのですよね。 
中村 はい、そういった紹介をしています。意図と

しては、もちろん過度の負担にはならないようにと

いう前提でですけれども、教員だけでなく SA さん

にも積極的に質問したり、困っていることを相談し

たりしていいんだよという雰囲気を作りたいためで

す。また、先程いったように、ある種のロールモデ

ルとして捉えてほしいということもあるので、「元

受講者です」というのは積極的に紹介しています。 
中澤 特に授業を支援する学生スタッフの研究です

と、教員が学生スタッフにロールモデルになってほ

しいと求めることが言及されているので、まさにそ

の話だなと聞いていて思いました。 
中村 そういった研究があるのですね。面白い。 
中澤 そうなんです。思い入れが強くなるというの

も、すごく分かるなと思いました。やはり元受講生

には授業のゴールが見えているので、SA として学生

がやっているのを見ている時に、これがいい、悪い

というのが判断しやすいと思うのです。そうする

と、もっとこうすればいいのに…といったことがあ

ったとしても、そこは授業の様子を見ながら SA と

して適度な関わり方をするというのは確かに難しい

のかもしれないなと聞いていて思いました。 
※中略部分や続きを含めた全編については部門 web サイト
（https://dalt.c.u-tokyo.ac.jp/classes/class-report/casebook_semi_interview2/） 

から是非ご覧ください。         

 ジグソー法を授業で活用する 

ジグソー法というアクティブラーニング手法を聞

かれたことがある方も多いのではないでしょうか。

ジグソー法の核である“異なる部分を組み合わせて

一つのものを構成する”という枠組みは、授業の

様々な場面で援用できます。ここでは、授業での実

践例を挙げながら、ジグソー法の授業での活用につ

いてご紹介します。 

 

ジグソー法の基本的なやり方 

 ジグソー法は、「あるトピックやテーマについて

複数の視点で書かれた資料をグループに分かれて読

み、自分なりに納得できた範囲で説明を作って他の

人とその情報を交換し、交換した知識を統合してテ

ーマ全体の理解を構築する手法」（『+15』 p.34）で

す。 
一般的なジグソー法のやり方は次のとおりです。 
① 教員が複数のテーマや資料を提示する 
② 学生は担当する資料を決める 
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③ 学生は担当する資料を読む 
④ 学生は同じ資料のメンバーとどのように説明

するかを議論する（エキスパート活動） 
⑤ 学生は異なる資料のメンバー（専門家; エキ

スパート）で構成されるグループ（ジグソー

グループ）で、互いの資料について説明する 
⑥ ジグソーグループで問い等について議論する 

 

ジグソー法を活用する 

紹介したやり方でジグソー法を授業で取り入れる

ことはもちろん可能ですが、ここではほかのやり方

やジグソー法の枠組みの活用について紹介します。 
 
(1) 事前学習と組み合わせる 

アクティブラーニング部門では、オンライン授業

において、担当する資料を読むところまでを事前学

習として行うジグソー法と、すべてを授業中に行う

ジグソー法について検討しました（中澤 2023）。そ

の結果、一部を事前学習とすることで、個人での学

習時間を確保でき、授業中の活動のうちエキスパー

ト活動の時間を確保しうることがわかりました。学

生がジグソー法に慣れていない場合は一部を事前学

習にすることで個人での学習時間を確保し、ジグソ

ー法に慣れてきた場合はすべてを授業中に行うとい

った状況に応じた活用が考えられます。 
一部を事前学習とするジグソー法は対面授業でも

もちろん可能です。しかし、オンライン授業でも対

面授業でも、資料読解にかける時間は 15〜20 分程度

にするのがよいでしょう。長い資料だと学生が取り

組みにくくなります。また、事前学習を負担に感じ

ることもあります（中澤 2023）。一方で、資料に興

味関心を持つ学生はとことん調べて授業に臨むこと

もできます。また、読解資料だけでなく、動画をジ

グソー法の資料として利用することもできます。 
学習時間の確保したい場合は、一部を事前学習に

するジグソー法を活用してください。 
 
(2) 「ジグソーグループ」を様々な場面で使う 

“異なる部分を組み合わせて一つのものを構成す

る”という枠組みを様々な場面で利用することがで

きます。 

こんなことはありませんか？グループごとに議論

した内容や成果物をクラス全体で発表するけれど

も、グループの一人だけが説明してグループのほか

の学生はボーッと立っているだけ…。グループワー

クへのタダ乗りを避けるためにもグループメンバー

全員が発表に関与して欲しいと感じることがあるの

ではないでしょうか。そのような時は、ジグソーグ

ループの枠組みを使うことができます。異なるグル

ープからのメンバーで構成されるジグソーグループ

を作り、そこで自分のグループの内容を発表しても

らうという方法です。グループでのポスターセッシ

ョン（『+15』p.40）のやり方と似ている方法です。

グループのどのメンバーも必ず発表する機会を得る

ので、グループで議論などした内容を把握しようと

しますし、積極的に関与しようとします。 

この方法の良いところは、全員が関与することだ

けではありません。ジグソーグループで発表した

後、発表に対するフィードバックをジグソーグルー

プのほかの学生からもらい、元のグループに戻って

共有すると、結果的に多くの学生からのフィードバ

ックを得られます。クラス全体で発表してもらう

と、発表内容に対する質問・コメントを促しても出

てこないことがあります。ジグソーグループで発表

すると、グループでの議論になるので質問・コメン

トが出てきやすいです。また、多くのフィードバッ

クを得ることができるので、グループでの成果物の

改善に活かすこともできます。 
学生にグループでの活動に関与してもらいたい時

や、学生の成果物を授業の中で改善するような場合

は、ぜひジグソーグループの枠組みを活用してみて

ください。              （中澤） 
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 アクティブラーニング部門とは？  

アクティブラーニング部門は学部教育を教育工学

の視点から支援することを目的として、2010 年度に

教養教育高度化機構に設置されました。その活動内
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